
水戸市青少年育成推進会議 検索

令和７年７月５日（土）
水戸市総合教育研究所

　18名の最優秀賞受賞者が、多数
の参加者の前で発表を行いました。
　水戸市サブリーダーズ会の高校
生やみと青年会の皆様もスタッフ
として大会を支えてくれました。
　中学生が今どのような問題と向
き合い、どのような考えを抱いてい
るのか、堂々と発表する姿はとても
頼もしく、大人も深く考えさせられ
る充実した時間でした。

水戸市青少年育成推進会議

水戸市青少年育成推進会議
会長　圷　哲男
水戸市教育委員会事務局教育部生涯学習課内
水戸市中央1-4-1　☎029-306-8692

私たちは、明日を担う青少年の健全な育成を図るため、市民の皆様とともに行政と一体となってきめ細かな青少年育成活動を力強く推進しています。

「踏まれても根強く耐え、そっと腰をおろせばやさしく憩わせてくれ、子どもたちを伸び伸びと遊ばせてくれる道芝」
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決算／収入総額　5,222,612円　　支出総額　5,059,789円決算／収入総額　5,222,612円　　支出総額　5,059,789円
　　　差引残高　 　　　差引残高　    162,823円（次年度へ繰越）162,823円（次年度へ繰越）

予算／収入総額　5,298,000円　　支出総額　5,298,000円予算／収入総額　5,298,000円　　支出総額　5,298,000円

収　入収　入   （単位：円）（単位：円）
科　　目科　　目 令和６年度令和６年度

決　算決　算
令和７年度令和７年度
予　算予　算 内　　　容内　　　容

会 費会 費 2,989,1502,989,150 2,990,0002,990,000 推進会議本部会費、賛助会費推進会議本部会費、賛助会費
補 助 金補 助 金 2,100,0002,100,000 2,100,0002,100,000 水戸市、水戸市社会福祉協議会水戸市、水戸市社会福祉協議会

諸 収 入諸 収 入 824824 45,17745,177 預金利子、イオンギフトカード（黄色預金利子、イオンギフトカード（黄色
いレシートキャンペーン）いレシートキャンペーン）

繰 越 金繰 越 金 132,638132,638 162,823162,823 前年度繰越金前年度繰越金
合 計合 計 5,222,6125,222,612 5,298,0005,298,000

会　長会　長   圷　　哲男圷　　哲男
副会長副会長   岡﨑　充芳・川野邉洋美・川又　宏文岡﨑　充芳・川野邉洋美・川又　宏文
   中村　英一中村　英一
総 務 広 報 部 会 部 長総 務 広 報 部 会 部 長   本郷きぬ子本郷きぬ子
　　　　〃　　　　（副）　　　　〃　　　　（副）   石野奈緒美・小柴　聡子石野奈緒美・小柴　聡子
地域・環境部会部長地域・環境部会部長   亀田龍太郎亀田龍太郎
　　　　〃　　　　（副）　　　　〃　　　　（副）   佐々木数葉佐々木数葉
青少年社会参加部会部長青少年社会参加部会部長   藤田　秀一藤田　秀一
　　　　〃　　　　（副）　　　　〃　　　　（副）   梶　　正憲・篠原　寿子梶　　正憲・篠原　寿子
監　事監　事   荒川　繁美・髙木　清美・関山ふみ子荒川　繁美・髙木　清美・関山ふみ子
理　事理　事   大録久美子・白田　茂司・大内　邦明大録久美子・白田　茂司・大内　邦明  
   大内　清志・井上　泰修・茂垣惠美子大内　清志・井上　泰修・茂垣惠美子  
   生越　　達・飯村　正夫・高野　秀樹生越　　達・飯村　正夫・高野　秀樹  
   綿引　　勝・和田　康則・山川　郁良綿引　　勝・和田　康則・山川　郁良  
   齊藤　佳昭・石川　敦史・佐藤　光雄齊藤　佳昭・石川　敦史・佐藤　光雄  
   藤澤　康彦・木下　智和・小圷　真司藤澤　康彦・木下　智和・小圷　真司  
   鯉渕　裕志・岡﨑　充芳・高倉富士男鯉渕　裕志・岡﨑　充芳・高倉富士男  
   後藤　通子・後関　圭子・中村　正樹後藤　通子・後関　圭子・中村　正樹  
   岡田　貴子・齋藤　直哉・本郷きぬ子岡田　貴子・齋藤　直哉・本郷きぬ子  
   亀田龍太郎・藤田　秀一・柏　　直樹亀田龍太郎・藤田　秀一・柏　　直樹  
   三宅　　修三宅　　修

令和６年度決算 ・ 令和７年度予算令和６年度決算 ・ 令和７年度予算

支　出支　出   （単位：円）（単位：円）

科　　目科　　目 令和６年度令和６年度
決　算決　算

令和７年度令和７年度
予　算予　算 内　　　容内　　　容

事 務 局 費事 務 局 費 405,337405,337 490,000490,000 会議費、旅費、需用費、役務費会議費、旅費、需用費、役務費

総務広報部会費総務広報部会費 1,629,1301,629,130 1,710,0001,710,000 青少年指導者研修会、会報紙「道芝」の発青少年指導者研修会、会報紙「道芝」の発
行（年２回）、リーフレットの発行（年１回）行（年２回）、リーフレットの発行（年１回）

地域・環境部会費地域・環境部会費 284,520284,520 310,000310,000
「家庭の日」絵画・ポスターと作文コ「家庭の日」絵画・ポスターと作文コ
ンクール、社会環境向上研修会、「こンクール、社会環境向上研修会、「こ
どもの安全守る家」プレートの作成、どもの安全守る家」プレートの作成、
標語塔の補修標語塔の補修

青 少 年 社 会青 少 年 社 会  
参 加 部 会 費参 加 部 会 費 274,902274,902 280,000280,000 少年の主張大会、中学生交流会、青少年の主張大会、中学生交流会、青

少年若者体験活動事業少年若者体験活動事業
地域育成活動費地域育成活動費 1,300,0001,300,000 1,300,0001,300,000 地域活動づくりの支援（16地区）地域活動づくりの支援（16地区）
ふれあいを深める事業費ふれあいを深める事業費 1,120,0001,120,000 1,120,0001,120,000 実施地区へ交付実施地区へ交付

負 担 金負 担 金 15,90015,900 16,00016,000 水戸地区青少年育成市町民会議連水戸地区青少年育成市町民会議連
絡会負担金絡会負担金

積 立 金積 立 金 30,00030,000 30,00030,000 記念事業費記念事業費
予 備 費予 備 費 00 42,00042,000
合 計合 計 5,059,7895,059,789 5,298,0005,298,000

令和７年度正副会長・部長・監事・理事令和７年度正副会長・部長・監事・理事
（敬称略）（敬称略）

　5月24日、水戸市役所において、令和７年度定期総会を開催しました。　5月24日、水戸市役所において、令和７年度定期総会を開催しました。
　水戸の未来をリードする子どもたちのため、これからも市民の皆様のご支援とご協力をお願いいたします。　水戸の未来をリードする子どもたちのため、これからも市民の皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

定期総会定期総会をを開催開催令和７年度令和７年度
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第40回 水戸市少年の主張大会第40回 水戸市少年の主張大会
優秀賞受賞者優秀賞受賞者 佳作受賞者佳作受賞者

学校名学校名 氏　名氏　名 学年学年 氏　名氏　名 学年学年

第 一 中第 一 中 菊池　七愛菊池　七愛 33 平山　光織平山　光織 11

第 二 中第 二 中 青木　梨央青木　梨央 22 竹脇ののか竹脇ののか 22

第 三 中第 三 中 小林　真緒小林　真緒 33 大塚　結生大塚　結生 33

緑 岡 中緑 岡 中 長瀬　晴香長瀬　晴香 33 木村　美咲木村　美咲 33

第 四 中第 四 中 青田　佳音青田　佳音 33 柏　　帆栞柏　　帆栞 33

飯 富 中飯 富 中 久野　琴春久野　琴春 33 上原　結月上原　結月 22

赤 塚 中赤 塚 中 海野　陽咲海野　陽咲 22 古市　乃望古市　乃望 11

第 五 中第 五 中 金子　実咲金子　実咲 33 中野　結萌中野　結萌 33

見 川 中見 川 中 川田　芽依川田　芽依 33 田口　璃奈田口　璃奈 33

双 葉 台 中双 葉 台 中 柳澤　奏花柳澤　奏花 33 小野　陽仁小野　陽仁 33

笠 原 中笠 原 中 栁田さくら栁田さくら 33 萩谷ほの花萩谷ほの花 22

石 川 中石 川 中 皆川愛萌梨皆川愛萌梨 33 脇田　稜大脇田　稜大 22

千 波 中千 波 中 ヌヴ　アンナ紗月ヌヴ　アンナ紗月 33 菅原　　杏菅原　　杏 22

常 澄 中常 澄 中 庄司　彩花庄司　彩花 22 飯島　颯菜飯島　颯菜 22

内 原 中内 原 中 高橋　知花高橋　知花 33 高松留李凪高松留李凪 33

国 田 義 務 教 育国 田 義 務 教 育 中森　青空中森　青空 88 大森　一樹大森　一樹 77

茨城大学教育学部茨城大学教育学部
附 属 中附 属 中 野上　奈南野上　奈南 33 齋田　美月齋田　美月 22

茨 城 中茨 城 中 山野井晴香山野井晴香 33

茨城朝鮮初中高級茨城朝鮮初中高級 金　　善徳金　　善徳 22

水戸第一高等学校水戸第一高等学校
附 属 中附 属 中 太田　結仁太田　結仁 11 富永　光貴富永　光貴 11
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も
た
ち
に
気
軽
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も
た

し
い
と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
存
在
に

ち
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、親
や

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、親
や

学
校
か
ら
は「
人
に
迷
惑
を
か
け

学
校
か
ら
は「
人
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
」、「
人
助
け
は
進

て
は
い
け
な
い
」、「
人
助
け
は
進

ん
で
す
る
よ
う
に
」と
教
え
ら
れ

ん
で
す
る
よ
う
に
」と
教
え
ら
れ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

困
っ
た
時
に「
助
け
て
も
ら
っ
て

困
っ
た
時
に「
助
け
て
も
ら
っ
て

自
分
を
守
る
」と
い
う
術
を
学
ぶ

自
分
を
守
る
」と
い
う
術
を
学
ぶ

機
会
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

機
会
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
助
け
た
い
」、「
支
援
し
た
い
」っ

「
助
け
た
い
」、「
支
援
し
た
い
」っ

て
思
う
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

て
思
う
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
助
け
て
ほ
し
い
」、「
支
援

ん
が
、「
助
け
て
ほ
し
い
」、「
支
援

し
て
ほ
し
い
」っ
て
声
を
あ
げ
る

し
て
ほ
し
い
」っ
て
声
を
あ
げ
る

こ
と
は
勇
気
が
い
る
こ
と
か
も

こ
と
は
勇
気
が
い
る
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
も
昔
も「
助
け

し
れ
ま
せ
ん
。
今
も
昔
も「
助
け

て
」っ
て
言
う
の
は
大
変
な
こ
と

て
」っ
て
言
う
の
は
大
変
な
こ
と

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
こ
れ
は
大
人
も
同
じ
で
、例
え

こ
れ
は
大
人
も
同
じ
で
、例
え

ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
困
っ

ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
困
っ

て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
す
る
側

て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
す
る
側

に
と
っ
て
は
大
し
た
こ
と
が
な
く

に
と
っ
て
は
大
し
た
こ
と
が
な
く

て
も
、お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

て
も
、お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

側
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

側
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　　
子
ど
も
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
し

子
ど
も
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
、例
え
ば
突
然
の
豪
雨
で

た
こ
と
、例
え
ば
突
然
の
豪
雨
で

雨
宿
り
が
必
要
な
時
、暑
さ
で
体

雨
宿
り
が
必
要
な
時
、暑
さ
で
体

調
が
す
ぐ
れ
な
く
な
っ
た
時
な
ど

調
が
す
ぐ
れ
な
く
な
っ
た
時
な
ど

に
、気
軽
に「
こ
ど
も
の
安
全
守
る

に
、気
軽
に「
こ
ど
も
の
安
全
守
る

家
」に
家
」に
SS
OO
SS
を
求
め
ら
れ
る
地

を
求
め
ら
れ
る
地

域
、「
助
け
て
く
れ
る
人
が
沢
山
い

域
、「
助
け
て
く
れ
る
人
が
沢
山
い

る
」と
思
え
る
地
域
が
必
要
で
す
。

る
」と
思
え
る
地
域
が
必
要
で
す
。

　　
そ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進

そ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
の
は
、私
た
ち
大
人
の
役
割

め
る
の
は
、私
た
ち
大
人
の
役
割

で
あ
り
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

で
あ
り
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

（（��

水
戸
市
青
少
年
育
成
推
進
会
議

水
戸
市
青
少
年
育
成
推
進
会
議

副
会
長

副
会
長
　　
中
村
中
村
　　
英
一
）

英
一
）

（応募総数（応募総数    2,472点）2,472点）

・総会に関する企画・・総会に関する企画・
運営運営
・青少年指導者研修会・青少年指導者研修会
の開催の開催
・会報紙『道芝』の発行・会報紙『道芝』の発行
・健全な家庭づくり・健全な家庭づくり
リーフレットの発行リーフレットの発行
・賛助会員の募集・賛助会員の募集

総　会総　会

理事会理事会

地区会長・地区会長・
事務局長会議事務局長会議

地区青少年育成会地区青少年育成会
（中学校区単位）（中学校区単位）

関係機関・団体・関係機関・団体・
賛助会員賛助会員

地区住民地区住民
（各家庭・青少年育成者）（各家庭・青少年育成者）

総務広報部会総務広報部会
・・「「家家庭の日」絵画・ポスター庭の日」絵画・ポスター
と作文コンクールの開催と作文コンクールの開催
・・緊急避難所「こどもの安緊急避難所「こどもの安
全守る家」事業の推進全守る家」事業の推進
・青少年健全育成標語・青少年健全育成標語
塔の補修塔の補修
・社会環境向上活動・社会環境向上活動
（研修会の開催、白ポスト（研修会の開催、白ポスト
による有害図書等の回収）による有害図書等の回収）

地域・環境部会地域・環境部会
・・少年の主張大会の開催少年の主張大会の開催
・中学生交流会の開催・中学生交流会の開催
・青少年若者体験活動・青少年若者体験活動
事業の開催事業の開催

青少年社会参加部会青少年社会参加部会

水水戸市青少年育成推進会議戸市青少年育成推進会議

大
人
の
役
割

大
人
の
役
割

⑳⑳
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常
澄
地
区

わ
た
し
た
ち
の
地
域
⑭

「親の背を見て子は育つ」と言うとおり、親の生き方からこどもは学びます。
親は、言動と態度でこどもに規範を示しましょう。

悩みを話せる人が
いますか？
相談はこちらに。

こどもを守ろう  ～知っておきたい危険～
携帯電話やインターネットの危険性

深夜外出は非行の第一歩
薬物や脱法ハーブは「ダメ。ゼッタイ。」

家庭でできること
あいさつを習慣づける
生活のリズムを整える

こどもの話を真剣に聞く
こどもを認める

時には厳しさも必要

親が変われば 
  子どもも変わる!!
親が変われば 
  子どもも変わる!!

　
今
年
度
も
総
会
と
少
年
の
主
張
大

会
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
皆
様
に
水
戸
市
青
少
年
育
成
推
進

会
議
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
、
次
号
で
は
よ
り
詳
し
く
、
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
応
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
広
報
委
員
一
同
）

編 

集 

後 

記

　
常
澄
地
区
は
、
時
代
を
担
う
青

少
年
の
健
全
性
を
目
指
し
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
「
地
域
の
子
ど
も

は
、
地
域
で
育
て
る
活
動
」
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

〘
総
務
広
報
部
会
〙

　
会
報
紙
「
だ
い
だ
ら
ぼ
う
」
を

発
行
し
、
地
域
の
き
ず
な
の
様
子

や
が
ん
ば
れ
常
澄
っ
子
で
体
験
活

動
等
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

〘
地
域
・
環
境
部
会
〙

　
各
学
校
に
「
地
域
社
会
環
境
浄

化
と
非
行
防
止
活
動
」
の
標
語
を

募
集
・
表
彰
し
、
最
優
秀
賞
作
品

は
、
立
て
看
板
を
作
製
し
校
門
付

近
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

〘
青
少
年
社
会
参
加
部
会
〙

　
集
団
活
動
を
通
し
て
、
規
律
・

協
同
・
友
愛
及
び
奉
仕
の
精
神
を

養
う
こ
と
等
を
目
的
に
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
お

祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
等
に
常

中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
小
中

学
校
の
親
睦
を
深
め
、
よ
り
良
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
頂
く
こ
と
を

目
的
に
、
第
一
回
楽
し
く
や
っ
ぺ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
役
員
達
も
一
緒
に
楽
し
め
る
活

動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（�

常
澄
地
区
青
少
年
育
成
会

会
長
　
後
関
　
圭
子
）

イオン水戸内原の『幸せの黄色いレシート』で
本推進会議の活動を応援してください。

青少年育成推進会議運営に
ご協力をお願いいたします。

　毎月11日にイオンスタイル水戸内原及びイオ
ン専門店でお買い物をすると黄色いレシートが発
行されます。（一部白いレシートの店舗もありま
す。）１階の「水戸市青少年育成推進会議」の箱
にレシートを投函してください。投函されたレシー
トの合計金額の１％を活動資金として活用出来ま
す。多くの皆様のご協力をお願いいたします。

青少年育成推進会議の活動資金
会　　費：1世帯150円のうち
　　　　　��50円　推進会議本部へ
　　　　　100円　地区青少年育成会へ
賛助会費：個人１口　　　　1,000円
　　　　　団体・法人１口　5,000円
【振込先】　�常陽銀行　水戸市役所支店　�

普通預金　６１２０６５５�
水戸市青少年育成会推進会議�
会長　圷　哲男

　本推進会議の活動にご協力を賜り、会
員、賛助会員及び町内会長の皆様に深く
感謝申し上げます。
　より一層、賛助会員としてご加入いた
だき、賛助会費のご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

常中学区の５・６年生 大集合

日々の心がけ

4み ち し ば


